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滋賀県内の主要な１２か所の集団茶園において，降水量から成木茶園の土壌PFの推定を可能にするため，アメダスデータから降

水量を推定するモデルと降水量から茶園の土壌水分を推定するモデルの作成を検討した．

１２か所の集団茶園の降水量を推定する重回帰モデルを作成したところ,近隣のアメダスデータを説明変数としたあてはまりの良

いモデルが得られ，日降水量を平均４１m､程度の誤差で推定できた．また，３種類の土壌タイプ別に，士壌pF推定モデル[土壌pF＝

前日の土壌pF＋１日当たりの土壌pF上昇率一日降水量×降水量1,mn当たりの土壌pF下降率］を作成したところ，実測降水量によ

る推定誤差０１MSE）は0.08～0.20となり，実測値との適合性が高かった．さらに，当モデルに推定降水量を当てはめた場合,推定

誤差は0.07～0.35とやや大きくなる傾向であったが,実用性に問題のない範囲の誤差であった.ただし,少量の降雨が続く年には，

推定誤差が大きくなる場合があり，注意が必要と考えられた．

1．緒言

茶園の土壌水分の多少や消長は，茶樹の生育と密接な関係

があり6)，降雨不足による土壌水分の著しい低下は，茶樹の

地上部と地下部への障害，いわゆる干害を引き起こす．なか

でも夏期の干害による影響は大きく，夏・秋期の根の活力低

下とそれに伴う秋芽，冬芽の生育阻害，翌一番茶芽の萌芽遅

延や生育異常などが発生し，芽揃いが劣り芽数の減少によっ

て収量が低下する2,4,5,10）

一方，表１に示すように，甲賀市水口町に位置し茶産地と

隣接する当センター茶業指導所では，夏期（7～１０月）の総

降水量には大きな変化がみられないもののウ降水日における

降水量は増加する傾向にある.また,表２に示すように,２００７

年以降ほぼ毎年のように１５日以上の連続干天日（日雨量51mｎ

未満）を記録するなど，夏期において長期間の無降雨と集中

的な降雨を繰り返す気象条件が，滋賀県南東部に位置する茶

産地でも顕在化してきているのが現状である．このような夏

期における無降雨状態によって，茶園は恒常的な干ばつ状態

となっており，安定的な収量・品質が維持できず，茶業者の

所得低下，経営の悪化が深刻な問題となっている．

茶園の干害回避や被害軽減のための最も有効な対策技術と

してかん水が挙げられるが，効果を得るためには10a当たり

過去15年間、期間は７月１６日～10月１５日．

滋賀県農業技術振興センター茶業指導所

（甲賀市水口町6750）のデータ．
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